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製造業における安全の確保・向上に向けて
ー経営トップの役割と現場力の強化ー

東京大学 名誉教授
田 村 昌 三

１．製造業を取り巻く環境の変化と安全問題
２．我が国の製造業における安全対策の方向性
３．経営トップの役割と活動
４．現場力の強化
５．人材育成： 体系的安全教育の構築と推進
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１．製造業を取り巻く環境の変化と安全問題

１．近年の製造業における安全問題の発生要因
現場力（現場保安力）（日本の特徴）の低下のおそれ：
１）危険への感性の低下
２）異常時・緊急時への対応力不足
３）潜在危険の知識不足
４）その他

２．製造業における安全問題発生の背景
１）人・社会の変化
２）産業環境の変化
３）その他
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製造業における安全問題発生の背景

経済発展と生活向上 ： 人・社会の変化、産業環境の変化

１．人・社会の変化 ： 少子化、核家族化、国際化、個人尊重と豊かさ等
１）倫理観の低下 ： 安全の重要性、ルール遵守意識希薄
２）危険への感性低下
安全環境 ： 危険経験小

３）価値観の多様化
円熟期 ： 高度成長期のような活躍の場減少

４）社会性の低下 ： 組織的活動困難

２．教育の変化：画一化
１）問題挑戦意欲の低下
２）情報と解析中心、非体験型

３．製造業における環境の変化： 高度化、多様化、国際化、局限化
１）製造プロセス（設備・機器、運転、マネジメント）等 ： 潜在危険増大
２）作業の分化・専門化・コンピュータ化 ： 全体像不明、内容不明（変化への対応困難）
３）合理化・リストラ、世代交代 ： 経験者不足、ベテラン不足（現場対応力低下）
プラント建設の海外展開 知識・技術の習得機会減少（技術伝承問題）
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２ 我が国の製造業における安全対策の方向性

●２１世紀 ： 環境安全調和社会
製造業 ： 製品の生産から消費、廃棄に至る全ライフサイクル

ヒト、社会、環境との調和
安全 ： 製造業における基盤

●技術立国を目指す我が国 ：
安全・環境・品質・安定生産に配慮したものづくりの技術
安全における国際先導性

●我が国の製造業における安全の確保・向上の方向性
トップダウンとボトムアップの調和

製造業における安全の確保・向上
１．製造プロセスにおける安全の基本
２．安全環境の醸成
安全基盤の構築と安全文化の醸成
１）経営トップの役割と活動
２）現場力の強化
３）人材育成： 体系的安全教育の構築と推進
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製造プロセスにおける安全の基本

１．製造プロセス：リスクの存在

ハザード発生要因： 原材料、設備、オペレーション、製造環境

マネジメント

２．製造プロセスの安全化

製造プロセスのリスクアセスメントとリスクマネジメント： 重要

製造プロセスにおける安全の基本
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製造プロセスのリスクアセスメントとリスクマネジメント

１．ハザードシナリオの抽出： ブレーンストーミング等
種々の視点からのあらゆるハザードシナリオの抽出

２．リスクの一次評価：専門家によるリスクのスクリーニング

３．リスクアセスメント： 発生確率と影響度（被害度）

４．リスクマネジメント
１）リスクマトリックスによるリスクの評価と対応
発生確率小、影響度（被害度）大の場合の取扱

２）安全対策等によるリスクの低減とリスク再評価
安全対策：予防対策と拡大防止対策
①．予防対策：発生確率の低下、影響度（被害度）の低下
②．拡大防止対策：防火・防爆対策、封じ込め、避難等
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安全文化
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安全基盤

保安力

補強

保安力：安全基盤と安全文化

安全

図 保安力

活性化

安全環境の醸成



保全 工事

運転
変更管理安全設計

安全情報

教育

プロセスリスク
アセスメント

災害・事故の
想定と対応

プロセス安全管理

図 安全基盤の概念

人・組織，設備，技術により
プラントの安全を向上するための仕組みの体系
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資源管理

積極関与

組織統率

動機付け
危険認識 学習伝承

製造現場

マネジメント

相互理解

図 安全文化の概念

安全基盤を活性化し、補強する人間行動，組織活動，事業所環境を
改善することにより，プラントの安全を向上させていく体系

作業管理
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３．経営トップの役割と活動

１．経営トップの役割
１）安全理念・方針の明確化
２）リーダシップ
３）安全環境の構築

資源管理、作業管理
コミットメントとコミュニケーション

２．経営トップの活動
１）経営トップ会談： 経営理念と安全
２）経営における安全: 産業安全の経済効果と社会的評価
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製造業安全対策に関するトップ会談

１．目的： 異業種トップの意見交換
経営層参加による安全対策の必要性・実施状況等検討と強化

２．日時： 平成２９年９月２８日（木）１３：３０－１５；３０
３．場所： 経産省本館地下２階講堂
４．構成
１）挨拶： 厚生労働省、経済産業省
２）基調講演：石村和彦 旭硝子（株）代表取締役会長
３）経営者層による会談
①．メンバー
新藤孝生： 日本鉄鋼連盟会長（新日鉄住金（株）代表取締役社長）
石飛修： 日本化学工業協会会長（住友化学（株）代表取締役会長）
鈴木邦夫： 日本製紙連合会副会長（三菱製紙（株）代表取締役社長）
石村和彦： 旭硝子（株）代表取締役会長
八牧暢行： 中央労働災害防止協会理事長
向殿政男： 明治大学名誉教授（司会）

②．テーマ： 経営層に期待される役割と対応（現状認識と今後の取組）
③．進行
セッション１：製造現場の環境変化
セッション２：経営理念と安全対策

４）とりまとめ及び閉会
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産業安全の経済効果と社会的評価

１．産業安全の経済効果
１）目的

経営トップの産業安全対策への適正な投資に関する経営判断のベース
経営トップの安全の重要性認識、安全関係者の企業貢献ヘの評価

２）産業安全の経済効果の検討
①．事故等発生による損害額の算定法（期間：５~１０年）
・直接被害：人的・物的被害、地域住民・環境への影響等
・間接被害：生産活動停止、物流停止、社会的影響等

②．安全への投資の算定法（期間：５~１０年）
・設備・機器・システム等の導入
・人材の投入

③．安全レベル（事故発生リスク）の評価法
安全レベルの評価指標：保安力、ＣＣＰＳ指標、労災等

☆適正な安全投資の検討：
安全レベル（事故発生リスク）、事故等発生による損害額、安全投資の関係

２．産業安全の社会的評価の検討
１）産業安全の社会的評価指標に関する検討：安全成績・安全活動
２）社会的評価とインセンチブに関する検討
①．社会的評価
②．インセンチブ：安全表彰制度、保険、融資、規制緩和等
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４．現場力（現場保安力）の強化

現場保安力の強化

１．現場保安力とは

２．現場保安力の評価

３．現場保安力の強化

１）事故情報の体系化と活用

事故要因の体系化

２）安全活動良好事例の体系化と共有化



組織風土
安全への積極関与
組織内・組織間の適切なコ
ミュニケーション

マネジメント

現場の主体的な安全活動

現場保安力

安全基本行動
活力のある安全活動
安全意識の醸成と自己評価

経営層の安全理念・方針の策定・普及
リーダーシップ
安全組織 ◆安全管理
安全教育 ◆安全監査
 （現場の）設備保全
資源の投入
適正なワーク管理

強化

図 現場保安力 現場保安力
１．経営層の安全理念・方針の理解
２．安全への主体的取り組みによる安全の確保
と被害の局限化

１）安全問題の認識と安全の確保
プロセス・作業の危険性認識
設備・機器の健全性維持と作業の安全化

2）安全問題発生への対応
異常予兆検知、異常発生時対応、被害局限化



現場保安力構成要素

経営層の安
全理念・
方針の理解

安全への主体的取り組みによる安全の確保と被害の局限化

安全問題の認識と
安全の確保

安全問題発生への対応

プロセス・作業
の危険性理解
(危険源予知・
リスク評価）

設備・機器の
健全性維持と
作業の安全化

異常の
予兆検知

異常発生時の
適切な対処

事故発生時の
被害の局限化

現
場
保
安
力
強
化
要
素

要素 項目

現
場
の

主
体
的

安
全
活
動

安全基本行動（５Ｓ、挨拶・規則順守）

活力のある安全活動（KY活動、HH活動、
HE防止活動、安全改善提案）
安全意識の醸成と自己評価（個人安全活
動宣言、安全行動自己評価、相互注意運動）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

経営層の安全理念・方針の策定・普及

リーダーシップ

安全組織

安全管理

安全教育

（現場の）設備保全

安全監査

資源の投入

適正なワーク管理

組
織

風
土

安全への積極関与

組織内・組織間の適切なコミュニケー
ション

現場保安力構成要素及び
全体としての現場保安力のレベルを評価

現場保安力強化要素の
安全活動の取り組み状況

表 現場保安力の評価：現場保安力の構成要素と強化要素



18

現場保安力の強化：事故要因の体系化

背後要因

行政・社会・文化・風土

直接要因

情報要因

安全知識・技術等と共有化等

設備・機器・システム要因

劣化、損傷等

人的要因

安全意識低下・危険感性低下等

間接要因

１．運営・組織： 経営層の安全理念・方針、組織統率、安全組織、安全監査、資源管理、作業管理
２．安全管理： 安全情報、安全設計、運転、設備、変更管理、ＲＡ、災害・事故の想定と対応
３．安全教育
４. 企業体質・風土:  積極関与、相互理解
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現場保安力の強化： 保安防災・労働安全衛生活動ベストプラクテｲス集
―日化協 安全表彰受賞事業所の取組事例―(2013)
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１．体系的安全教育の目的
１）現場力の強化： リスクの低減、リスク拡大防止
産業安全の向上、国際競争力の強化

２）社会安全環境の醸成： リスクの理解と対応力、
リスクコミュニケーション、危機対応

社会生活における安全の確保、産業安全の理解
３）安全のわかる人材の育成
①．安全の分かる経営層、管理者、技術者、研究者、作業者の育成
②．安全の専門家の育成
③．安全の分かる市民の育成

２．体系的安全教育の構築と推進
１）体系的安全教育プログラムの構築＊
２）各段階における安全教育プログラムの推進
家庭教育、初等・中等教育、高等教育、企業教育、社会人教育

●ポイント
１）産業安全教育の体系化と共有化
２）学校安全教育の見直し

５．人材育成：体系的安全教育の構築と推進
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体系的安全教育プログラム

１．安全の基本の理解
１）リスク認識： 絶対安全はない
２）自分の身は自分で守る
３）危険への感性
４）リスクとベネフィットを基にした科学的議論と決定

２．基本的安全知識の習得
人間生活、社会生活上必要な安全知識

３．安全知識・安全技術を有する安全管理者、安全技術者の育成

４．安全の専門家の育成
高度安全知識、高度安全技術の構築のための教育と研究

体系的安全教育プログラム



社会人教育
安全の基本、基本的安全知識

体系的安全教育プログラムの各段階での適切な実施

企業固有の教育企業共通の教育（安全教育･訓練センター機能）
（安全専門家、ＯＢ）

危険体感教育
異常時対応訓練
緊急対応訓練

安全訓練の共有化安全教育プログラムの共有化
各階層：安全教育プログラム

トップ
マネージャー
グループリーダー
オペレーター等

高等教育
専門的安全知識・技術、
高度安全知識・技術

初等・中等教育
安全の基本、基本的安全知識

企業教育

企業理念
企業文化
専門分野の知識・技術
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産業安全教育の体系化と共有化

１．各産業団体・各企業が行う階層別安全教育の実態把握

階層： 経営層、事業所長、部課長、環境安全、係長・職長、新入社員

２．階層別安全教育プログラム（案）の体系化

各教育科目の講義概要、講師、提供団体等の検討

３．階層別安全教育プログラム（案）の共有化

実施対象： 産業界共通、各産業団体共通、各企業

実施機関、実施場所、実施時期の検討
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表．階層別安全教育プログラム（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

本社安全
スタッフ

事業所長 部課長
安全
スタッフ

係長・
職長

一般・
新入社員

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

1)ハザード：物質・材料 ○ ○ ○ ○

　　　　　　設備・機器（含工事） ○ ○ ○ ○

　　　　　　作業（運転等） ○ ○ ○ ○

　　　　　　作業環境 ○ ○ ○ ○

2)リスクアセスメント・リスクマネジメント ○ ○ ○ ○

3)安全基準等：マニュアル・ガイドライン（含点検・検査等） ○ ○ ○ ○

4)安全活動等：安全基本行動、ＫＹ，安全改善提案、ＨＥ防止、安全意識醸成 ○ ○ ○ ○

5)安全教育：製造分野固有の安全教育、体感教育 ○ ○ ○ ○

⑦事故事例の収集・解析と危険予測 ○ ○ ○

⑧防災：防火・防爆、地震・津波対策 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

⑨危機管理（クライシスコミュニケーション、ＢＣＰ等）

⑩安全監査（社内、社外）

⑪安全文化

階層

安全教育科目

①安全の基本（ハザード、リスク、リスク管理）

②安全理念・方針等

③安全推進計画等

④安全法令等

⑤安全管理体制

⑥製造における安全
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１．学校安全教育の目的

１）産業安全・社会安全の基盤の理解

安全の基本の理解、基本的安全知識の習得

２）学校における安全環境の構築と理科実験教育の充実

理科実験教育：科学技術振興の基礎づくり 、安全の体感学習

２．学校安全教育プログラムの現状と課題

１）産業安全・社会安全の基盤である安全教育の重要性の理解：十分ではない

２）教材、教育人材、設備等の制約から十分な実施状況にない

☆我が国の将来の方向に課題

３．学校安全教育プログラムの産業界による支援の検討

１）支援実態の把握

２）支援体制の検討

３）支援課題の検討

教材提供、教育支援、設備・機器の提供等

学校安全教育の見直し
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「製造業における安全の確保・向上に向けて
ー経営トップの役割と現場力の強化ー」 ： 話題提供

１．製造業を取り巻く環境の変化と安全問題
２．我が国の製造業における安全対策の方向性
３．経営トップの役割と活動
４．現場力の強化
５．人材育成： 体系的安全教育の構築と推進

まとめ


